













































































































人又ハ数人ノ意思ノ合致〔accord de deux ou plusieurs volontés〕ヲ謂フ
合意〔協定，convention〕カ人権ノ創設〔création d'un droit personnel ou d'une 
obligation〕ヲ主タル目的トスルトキハ之ヲ契約〔contrat〕ト名ツク
　ボワソナード［BOISSONADE 1891, no 17］は，同条文について，「合意・協
定（convention）は契約（contrat）よりも広い」ものであり，前者は「属
（genre）」であり後者は「種（espèce）」であると説明している。













は，民法修正案理由書（第 3編第 2章第 1節）によれば，前掲の「財産編第
二百九十六条〔合意・協定の定義条文〕ハ法文トシテ之ヲ存スルノ必要ナク」
［廣中 1987, 499頁］（〔 〕内は筆者）として，削除され，また，合意（・協定）
の効力を規定していた旧民法の規定（財産編第 2部第 1章第 1節第 3款）も，

































































間相殺は，加入者の約束（engagement）に基づいており［ROUSSILLE 2006, no 
501］，この約束は，債務の発生を目的とする契約［ROUSSILLE 2006, no 500］
ではなく，加入者の間で簡易な決済を求めるものであるから，契約も含むより





トワークにおいて利用される場合のように［ROUSSILLE 2006, no 504］，多数
当事者間相殺が「提供者〔決済サービス提供者としてのセントラル・カウン
ターパーティ〕の介入に基づかないシステムにおいては，決済に関する多数当
事者間協定＝枠組（convention-cadre multipartite de règlement）がシステムと取
引に適用される一般的規則を用意する」［ROUSSILLE 2006, no 553］という。





（たとえば，労働協約）［ROUSSILLE 2006, no 503］，これに対して，多数当事
者間では加入者の債務を簡易にすることを目的とするだけであるから












られることになる［ROUSSILLE 2006, nos 510 et 514］。これは，加入者とセン
トラル・カウンターパーティとの二当事者間で締結される協定＝枠組
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